
開催記録 

名  称 第 14 回 振興計画町民検討会議 

開催日時 平成 22 年 5 月 28 日（金）午後 7時～午後 9時 30分 

開催場所 会津美里町役場高田庁舎 第 6会議室 

出席者 

【委 員】 

荒井弘之、歌川浩司、片山紀彦、片山玲子、佐藤正人、塩田光顕 

野中憲子、石橋史敏、薄謙一、馬場清志、根本謙一、佐藤一枝 

鈴木丈夫 

【事務局】 

（総合政策課）佐藤課長、鈴木係長、遠藤香、鈴木幸信、渡部朋宏 

議  題 ○第 2次総合計画（基本構想・基本計画）素案について 

資料の名称 ○第 2次会津美里町総合計画【案】 

記録方法 □会議全文 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容 

１．開会 

 

２．議事 

【質疑】 

Ｑ 「障害者福祉の充実」の成果指標について、全体を把握するのであれば、障がい者全体に対する割合

（％）とすべきではないか？ 

Ａ 施設入所者数を指標としたため、単位は人とした。限定的な指標になっていると認識している。 

Ｑ 「雇用の促進」と企業誘致は、密接な関わりがあるのでないか？ 

Ａ 企業誘致は「商工業・地場産業の振興」で整理している。施策間の関連性検討の中で、「商工業・地場

産業の振興」を行うことにより、結果として「雇用の促進」が図られると整理した。 

Ｑ 「商工業・地場産業の振興」の目標値が低いのではないか。 

Ａ 厳しい現状を踏まえて、目標値を設定している。 

Ｑ 「観光の振興」の成果指標について、成果の視点で捉えれば、観光客数ではなく、経済効果を設定す

べきではないか？ 



Ａ 会津美里町単独で数値を把握していない。ご指摘の内容は理解しているので、今後検討していきたい。 

Ｑ 財政力指数の目標値から逆算すると、「農業の振興」や「商工業・地場産業の振興」における目標値が

矛盾しているのではないか？専門的に分析すれば分かるはずである。 

Ａ 財政計画の詳細な検討はこれからになる。 

Ｑ 事務事業にも成果指標は設定されるのか？事務事業の成果指標がすべて達成されれば、施策の目標も

達成されると認識していいか？  

Ａ 事務事業にも成果指標を設定し、毎年度、事務事業評価を行っている。施策の目標を達成するために、

事務事業を実施することになる。 

Ｑ 目標設定に役場の思いは含まれているのか？ 

Ａ まず、施策の基本方針として、現状維持を目指すのか、成果向上を目指すのかを決定してから、目標

値の検討を行っている。現段階では、特に意識調査の基礎資料が不足しているため、クロス集計から目

標値を導いている。施策によっては、役場の思いとして目標値を設定したものもある。 

Ｑ 「自然環境の保全」について、国の目標に対して、消極的な数字ではないか？ 

Ａ 目標値の設定ついては、前段の基本方針を踏まえて、現状で考えられる成り行き値を想定し、その内

容を踏まえて、目標値を設定している。 

Ｑ 「農業の振興」について、少子高齢化の現状を踏まえれば、かなり厳しい目標ではないか？ 

Ａ 重点施策でもあるので、この数値を目指すこととして設定した。 

Ｑ 「障がい者福祉の充実」の成果指標について、施設に入ることを目標としている人もいるので、その

あたりを指標にしてはどうか？ 

Ａ 検討する。 

Ｑ 「観光の振興」の指標「旅行エージェント商品への参加者数」とは？ 

Ａ 観光協会と協力して旅行エージェントをまわり、商品化したもので成果があがったものをカウントす

るということである。 

Ｑ 目標値はどこで設定したのか？ 

Ａ 施策主管課が中心となり、関係課も交えて分科会を開催し、設定している。 

Ｑ 目標が先か、事務事業が先か？ 

Ａ 目標があって、その実現のために事務事業を行うことになる 

Ｑ 財政力指数について、なぜ会津坂下町を目標としているのか？  

Ａ 財政力指数については、単独の目標というよりは、他の施策の取組結果という意味合いが強い。不可

能な数値を掲げるのは現実的でないため、近隣市町村を参考に設定した。 

Ｑ 意識調査は毎年行うのか？目標値の見直し行うのか？ 

Ａ 意識調査は毎年行う。目標値の見直しは基本的の考えていないが、毎年度の施策評価を踏まえた資源

配分を行う。 

Ｑ 「子ども教育の充実」について、成果指標が不十分ではないか？ 

Ａ 主管課としては、知・徳・体の視点から設置したとしている。徳をはかるものとして、今後、満足度

調査の実施も検討している。 



Ｑ 町民会議は事務事業の検討にも参加できるのか？ 

Ａ その場を設ける方向で検討している。 

Ｑ 「商工業・地場産業の振興」について、課題や役割分担の記載内容に対して、目標値が低い。 

Ａ 経済状況も厳しいので、現実的には難しいだろうとしてこの数字にした。 

Ｑ 総合計画にぶら下がる個別計画を体系的に整理してほしい。 

Ａ 計画本文には記載できないが、整理して提示する。 

 

３．その他 

  今回の会議で素案が確認された。 

  今後、各審議会からの答申、パブリックコメントを実施した後、9月議会に上程したい。 

  今後の進め方については、座長・副座長を交えて打ち合わせした後、委員の皆さんに連絡する 

 

４．閉会 

 

 

 


